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研究成果の概要（和文）：早期前庭障害の病態を把握するために健常若年と高齢者と前庭障害患者の足圧中心と身体移
動の軌跡を比較し、重心動揺計と磁気式モーションキャプチャー（MoCap）を用いて姿勢解析を検討した。
その結果、高齢群（前庭障害群）と若年群の比較で，ロンベルグ率値が有意に大きく認めた。若年群は前庭と体性感覚
入力によって，姿勢を維持できたと考えられ、前庭障害と加齢により、両者の機能が低下すると推測される．特に閉眼
下のMoCap計測では，高齢群の外周面積値が大きく認めたが、重心動揺計の計測では認めなかったため，MoCapを用いて
身体各部位の動揺を計測し，重心動揺計で検出できない加齢変化の特徴を識別できる可能性がある．

研究成果の概要（英文）： To have better understanding of early diagnosis of vestibular disorder, we have 
developed a method of measuring body sway by using a 3-dimensional electromagnetic tracker (MoCap) with 
comparison of force plate (FP).
 As a result, the Romberg ratio of the elder and vestibular disorder subjects higher than that of younger 
subjects. Both inputs of vestibular and somatic sensory functioned efficiently in younger subjects 
compared to those of elder and vestibular disorder subjects. These implied that not only the vestibular 
input, but somatic input in elder and vestibular groups also depleted that caused difficulty in 
maintaining posture. Meanwhile, the enveloped area of elder subjects were significantly increased under 
eyes-closed condition when measured by MoCap but not FP, we conclude that MoCap is capable to measure 
changes in different point of the body and it may serve as a better test tool in recording and detecting 
central and peripheral disorders of individuals.

研究分野： 神経耳科学

キーワード： 神経耳科学　モーションキャプチャー　神経科学　足圧中心軌跡　前庭障害
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（１）

動揺検査があり、臨床応用されている。

しかし、難点は疾患特異性に乏しく、ニ

ューラルネットによる診断の工夫はされ

ているのもかかわらず、臨床上の混乱を

招いているのが実情である。この問題を

克服するのは、新しく制度の高い身体動

揺の評価法の開発が待たれている。

 

（２）数年前に秋田大学資源工学部電子

工学講座で開発された磁気センサー

（MoCap

れた顕微鏡レベルの分解能を有し、かつ

この一つのシステムで、頭部・頸部・腰

部・両膝など詳細な動きに関わる動的解

析が可能と分かった。

 

２．研究の目的

（１）

す疾患のみならず、加齢に伴って低下す

ると報告されており、それによる歩行障

害および転倒が日常生活の質に影響する

ことがしばしばある。磁気センサーを用

いた

より精度の高い身体平衡機能の評価法の

システム構成を構築、将来的に疾患の診

断と治療の評価などに資することを目的

とした。

 

（２）足圧中心軌跡と身体各部の移動軌

跡を比較することで健常者と高齢者を識

別する方法を検討する．
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（２）それぞれ開眼と閉眼下で
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ンサーを装着し、各部位の軌跡の外周面

積、ロンベルグ率、頭部－腰部の相対揺

れにおける角度の変化

た。同時に被験者は従来の重心動揺計に

よる重心動揺軌跡を測定した。両者の相

関係数

比較を検討した

図 1
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（１）重心動揺計と
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